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研究分野：大気科学 

科研費の分科・細目：地球惑星科学、気象・海洋物理・陸水学 

キーワード：太陽活動、紫外線変化、オゾン、対流圏成層圏結合、環状モード 
 
１．研究計画の概要 
本研究では、太陽活動の気候への影響につい
て、特に太陽紫外線やオゾンを通じたプロセ
スの実態把握を行い、またどのような仕組み
で対流圏と成層圏の力学的結合、特に極夜ジ
ェット振動(PJO)や環状モード(AM)の変動を
通して対流圏の気候に影響を与えているか
を解き明かすことを目的として、観測データ
や数値実験の解析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに本研究の結果以下のような結果
が得られた： 
(1)再解析データを用いて、全データを太陽
活動が高い時期と低い時期に二分し、そのグ
ループごとに北大西洋振動指数と各種の気
象場の相関を計算することにより、北半球の
冬季において北大西洋振動に伴う変動は太
陽活動が高い時にのみ信号は上部成層圏ま
で伸び、かつ引き続く夏季においても冬季と
同じ極性の環状モードが出やすいことを見
出した。 
(2)観測されたプロファイルオゾンデータを
元に作成された帯状平均した月平均オゾン
データを用いて上述のデータと組み合わせ
ることによって、高太陽活動期に夏季まで環
状モードの信号が持続するのは晩冬季のオ
ゾン信号が夏季まで続くメモリーの役割を
果たしており、またそれが夏季に放射過程を
通じて環状モードを発現させるためである
ことが分かった。 
(3)同様に再解析データを用いたデータ解析
から、南半球においても１０/１１月の南半
球環状モードに伴う変動は高太陽活動期に

のみ上部成層圏まで伸び、また引き続く夏季
まで持続することが分かった。 
(4)観測オゾンデータを調べることにより、
南半球においても北半球同様にオゾンが引
き続く夏に晩冬季の情報を伝えるメモリー
の役割を果たしていることが分かった。 
(5)再解析データを太陽活動のみならず赤道
準二年振動(QBO)の極性で分割することによ
って、QBO は太陽活動に伴う環状モードの信
号をさらに変調させるが、南半球では両信号
の効果は比較的線形的であるが北半球では
線形性は見られないことが分かった。 
(6)気象研の化学-気候モデルを用いて紫外
線のみを変化させた数値実験から南半球の
環状モードの変調効果を再現することがで
きた。 
(7)モデルランでも観測での解析と同様に大
きなオゾンの変化を伴っていることが分か
った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
比較的予定通りのデータ解析が出来ている
こと、また数値実験においてもおおむね予定
通りの実験ができ、また解析が進んでいるた
めである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現在は、気象研の化学-気候モデルを用いて
紫外線強度のみを変化させた３本の４０年
ランについてそのデータを解析していると
ころである。この各ランの違いを調べること
により、太陽活動による上下結合のメカニズ
ムを明らかにしたい。また、オゾンが季節変
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化に果たす役割を明らかにするために、オゾ
ン結合と非結合の数値実験を行い、その違い
について調べる予定である。さらに、今年度
は最終年度であるため、これまでの成果をも
う一度見直し、まとめて国際学会等で成果発
表できることを目指したいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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